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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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繰返し除菌性試験方法 

Test method for repetitiveness of bacteria reduction activity 

 
序文 

この規格は，2012 年に発行された JIS Z 2801（抗菌加工製品－抗菌性試験方法・抗菌効果）の試験方法

を参考にし，繰返し除菌性能を試験するために作成した日本産業規格である。 

JIS Z 2801 との主な違いは，繰返し除菌の効果を試験することであり，試験菌液を繰返し接種する方法

の追加，及び接触時間を 24 時間から 4 時間に変更したことである。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，主に，老人ホーム，病院，学校など，多数の者が使用し又は利用し，かつ，その維持管理

について，環境衛生上特に配慮が必要な環境で使用される“繰返し除菌”の加工を施した製品の表面にお

ける細菌に対する繰返し除菌効果の試験方法について規定する。 

なお，この規格は，プラスチック製品，金属製品，セラミック製品などに適用し，繊維製品並びにスポ

ンジなどの軟質発泡材料及びこれを使用した製品には適用しない。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0950 プラスチック製滅菌シャーレ 

JIS K 0970 ピストン式ピペット 

JIS K 3800 バイオハザード対策用クラス II キャビネット 

JIS K 8101 エタノール（99.5）（試薬） 

JIS K 8150 塩化ナトリウム（試薬） 

JIS K 8180 塩酸（試薬） 

JIS K 8263 寒天（試薬） 

JIS K 8576 水酸化ナトリウム（試薬） 

JIS K 9007 りん酸二水素カリウム（試薬） 

JIS K 9017 りん酸水素二カリウム（試薬） 

JIS R 3505 ガラス製体積計 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8802 pH 測定方法 


